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Iはじめに

本研究は、子どもの本の専門図書室の貸出窓口から長年子どもを見守って来た経験

から、乳幼児の理解能力の育みに紙芝居や絵本の持つ特‘性がいかに役立つっているか、

データーを分析しその効用を考察する。

筆者は愛知県刈谷市社会教育課に所属する母と子の図書室に1976年から2007年ま

での31年間を読書相談員として勤務した。母と子の図書室は1976年に図書館法の適

用を受けない図書室として、当時の文部省が日本全国に200ヶ所設置した子どもの本

の専門図書室である。母と子の図書室は子どもに絵本を読み聞かせるのみではなく、

絵本を媒介として子どもの基礎人格を培うことを目的とした。

筆者は読書相談員として以下の業務内容に携わった｡本の購入､講演会･講座の企画、

啓蒙活動及び利用者からの相談業務である。本の購入予算額は年間100万円。購入冊

数のおよそ1000冊の選書に当たる｡講演会は講師に教育学者及び絵本作家を起用し、

講座「絵本で子育てを楽しんでみませんか」と母親に働き掛けた。内訳は．乳児Aコ

ース「生後4カ月～12ケ月までの乳児と親及び妊婦」・乳児Bコース「1歳児と親」・

乳幼児コース「2歳児と親」の3講座を毎月各1回開講し講座の講師は読書相談員が

務めた｡啓蒙活動においては毎週2．3歳児向け及び年齢指定のない話し会を開催し、

紙芝居･絵本の読み聞かせ･ストーリーテリング･対話的ブックトークをおこなった。

母親に向けての講座は絵本の扱い方・作品分析を企画し、講師は読書相談員自身か務

めた。

また、母親が主催する任意の研究会「子どもとことばの文化研究会」を発足し、家族

の会話を記録し話し合っている。話し合われた内容等を会誌「子どものことばに耳を

すます」にまとめ刊行。

ある年、研究集会に参加していた韓国籍の母親が「子どもを日本で育てたいとやって

来た」と言った。「日本か子育て支援が整っている国だからか」と訊ねると、その人
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